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は臨書）i　　＊5　月　の説金＊
国民健康保険税（1期分）

納期限　　5　月31日（火）まで

この社会　あなたの税が　生きている
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第313号　　　　　　　　　　　　棚鍔の釘（2）

本年度 予算額 �前年度 予算目顔 �比∴較 �％ 

町　　　　　　　　　　税 �801，475 �701，717 �99、758 �24．8 

地　方　殻　与　税 �33．000 �30．000 �3．000 �1．0 

娯楽施設利用税交付金 �30，000 �25，000 �5．000 �1．0 

30．000 �25．000 �5，000 �1．0 

地　方　交　付　税 �600，000 �780．000 �△180．000 �18．6 

交通安全対策特別交付金 �1．500 �1．300 �200 � 

分担　金及　び負担金 �53．034 �46．200 �6．834 �1．6 

使用　料及び手教科 �17．091 �17，924 �△　　833 �0．5 

国　庫　支∴∴出　金 �807，843 �823，980 �△16．137 �25．0 

県　　支　　出　　金 �66．955 �77，734 �△10．779 �2．1 

財　　産　　収　　入 �60．212 �44．977 �15i235 �1．9 

寄∴∴∴∴附　　　　金 �41．001 �252．323 �△211．322 �1．3 

繰　　　　入　　　　金 �155．002 �2 �155．000 �4．8 

繰　　　　越　　　　金 �35，491 �49，232 �△13．741 �1．1 

繕　　　　収　　　　入 �142．925 �212．702 �△69．777 �4．4 

町　　　　　　　　　　債 �350．500 �177．800 �172，700 �10．9 

後　入　色・∴ih �3，226．029 �3．265．891 �△39．862 �100．0 

（5月の行事）1日　憲　法　週　間（　－7日）3日　憲　法　記　念　日

昭
和
五
十
八
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算
は
、
去
る
一
－
一
月
の
定
例
町
議
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
引
き
続
く
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を

反
映
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
地
方
財
政
は
、
更
に
硬
直
化
が
進
み
、
極
力
経

費
の
圧
縮
を
図
り
、
蒋
乗
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
、
弾
力
性
の
確
保
に
配
意
す

る
と
と
も
に
、
施
策
の
取
捨
選
択
、
重
点
的
、
効
率
的
な
運
用
が
必
要
と
な
る
中

で
、
本
町
一
般
会
計
予
算
の
綬
棟
は
、
表
の
と
お
り
蔵
人
、
繊
出
典
に
ー
ー
一
十
一
一
億

二
千
六
百
二
万
九
千
円
で
決
定
、
前
年
度
対
比
一
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り

ます。



（3）健闘弱め餌　　　　　　　　　　　　第313号

特別会計予算嵩課業も 
（単位千円） 

特　別　会　計 �本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �対前年比 � 

国民健康保険事業 �421．382 �485．560 �△64．178 �86．8 

農∴業∴共　済　事　業 �41．582 �40，688 �894 �102．2 

住宅新築資金等貸付事案 �42．841 �26．312 �16．529 �162．8 

霊　　園　　事∴∴兼 �270．096 �265．687 �4．409 �101．7 

学　放∴給　食　事　発 �143．146 �135．757 �7，389 �105．4 

老　　人　　保　　険 �508．290 �0 �508．290 � 

本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �ノ′ 

総　　　　会　　　　賞 �62，757 �61，281 �1，476 �1．9 

総　　　　務　　　　費 �380，030 �325，950 �54．080 �11．8 

民　　　　生　　　　費 �321．562 �369．063 �△47．501 �10．0 

衛　　　　生　　　　費 �155．292 �151．185 �4．107 �4．8 

労　　　　働　　　　費 �344．515 �377，219 �△32．704 �10．7 

農∴淋　水　産∴業∴費 �127，579 �90．901 �36．678 �3．9 

商　　　　工　　　　賞 �12．499 �12，824 �△　　325 �0．4 

土　　　　木　　　　費 �438．528 �1．007．370 �△568，842 �13．6 

消　　　　防　　　　費 �92，009 �94，563 �△　2．554 �2．9 

教　　　　育　　　　費 �1．000．878 �521．168 �479．710 �31．0 

災　害　復　旧　費 �2．000 �2．000 �0 �0．1 

公　　　　儀∴∴∴∴賞 �278．370 �242．357 �36，013 �8．6 

諸　　支　　出　　金 �10 �10 �0 � 

予　　　　備　　　　費 �10，000 �10．000 �0 �0．3 

複　出　合∴∴請 �3．226，029 �3．265，891 �△39．862 �100．0 

1日　不　正　大　麻・け　し　撲　滅　運　動（　－6月30日）

＾
俗
開
聞
V

歳
入
の
主
を
も
の
は
、
町
税
八
億
百

四
十
七
万
五
千
円
（
全
体
比
二
十
四
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
地
方
交
付
税
六
億

円
（
十
八
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
国
庫

支
出
金
八
億
七
百
八
十
四
万
三
千
円

（
二
十
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
躁
入

金
一
億
五
千
五
百
万
二
千
円
（
四
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
諸
収
入
－
億
四
千
二

百
九
十
二
万
五
千
円
（
四
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
町
償
三
億
五
千
五
十
万
円

（
十
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
、
特

に
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
国
の
財
政

計
画
と
国
税
の
減
収
に
よ
り
前
年
度
に

比
べ
大
幅
を
減
額
と
在
り
ま
す
。

＜
開
口
回
V

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、

経
常
軽
質
の
徹
底
し
た
削
減
（
特
に
負

担
金
、
補
助
金
の
見
直
し
）
を
行
い
、

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
（
国
、

県
補
助
享
楽
）
を
主
体
に
計
上
し
、
そ

の
主
な
も
の
で
は
、
労
働
関
係
と
し
て
、

緊
急
就
労
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
、
特

定
地
域
開
発
就
労
事
業
賛
等
で
三
億
二

千
九
百
万
円
、
農
政
関
係
と
し
て
、
河

川
工
作
物
応
急
対
策
、
溜
池
等
整
備
、

団
体
営
農
道
整
備
事
業
費
等
で
五
千
四

百
万
円
、
土
木
関
係
と
し
て
、
防
衛
施

施
周
辺
道
崩
整
償
、
前
川
排
水
給
改
修
、

今
古
賀
土
地
区
画
整
備
、
都
市
計
画
道

路
盤
前
車
菜
賛
等
で
三
億
五
千
二
百
万

円
、
教
育
関
係
と
し
て
第
二
中
学
校
校

舎
建
築
賞
七
低
五
千
八
百
万
円
、
遠
賀
、

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

と
し
て
一
億
九
千
六
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
特
別
会
計
へ
の
線
出
金

で
主
を
も
の
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計

へ
二
千
五
百
万
円
、
学
校
給
食
事
業
特

別
会
計
へ
四
千
八
百
万
円
の
繰
出
と
な

り
ま
す
。



第313号　　　　　　　　　　　　　　虚⑱筋㈲釘（4）

昭和58年度の役員が決まりました。

（隣組牧、世常数は、昭和58年3月末現在の教です）（室蘭ま4月20日現在未定）＝敬称略＝

芙 醤 �西 町 �中 央 �広 �波 �若 葉 ム ○コ �松 ノ 本 �木 守 �旧 停 �東 町 �新 町 �遠 賀 川 �老 良 �東 和 苑 �湧 木 �上 別 府 �虫 生 津 �A 古 賀 �別 �府 �尾 崎 �鬼 津 �若 松 �島 津 �行 覆 区 分 

道 官 �広 渡 ��������������千 代 丸 �別 府 

5 �6 �7 �2 �15 �2 �14 �15 �12 �7 �28 �18 �5 �20 �14 �8 �13 �7 �4 �15 �6 �10 �5 �4 �隣 組 

77 �74 �177 �45 �2線 �24 �猟6 �†ヽ �129 �144 �371 �31！ �72 �1＊ �鮪9 �214 �171 �132 �46 �榔 �167 �178 �99 �28 �世 ’テげ 教 

西 岡 勝 次 �石 田 金 久 �西 村 信 夫 �未 森 別 所 ��重 見 敏 光 �蝕 口 滴 �小 西 嫌 好 �枝 沢 憩 �篠 田 寿 � �泉 原 武 彦 �高 崎 六 男 �田 平 征 四 郎 �松 本 猿 己 �石 板 松 五 郎 �吉 野 昌 幸 �柴 田 正 己 �高 田 久 次 ��中 西 孝 �井 口 保 男 �舛 添 斯 �矢 野 カ 平 �区 長 

水 上 貞 �区 長 兼 務 � �柴 田 正 彦 �芳 村 正 治 �区 長 兼 務 � � �白 石 晴 彦 �区 長 遊 務 � �松 本 幸 �区 長 兼 務 �継 手 武 重 �区 長 兼 務 �花 田 次 男 �区 長 兼 務 �林 厚 志 �区 長 兼 務 �築 八 郎 �区 長 兼 務 �生 産 組 A 日 長 

石 田 ∵ヽ � �原　大 �� �柴 �木 �山 �川 �徳 王 �時 �原 �秋 �岩 �南口 �毛 利 �柴 田 �山 ��門 司 �太 �田 ��民 生 委 員 
圃　場 ���田 �村 �県 �畑 ��松 十 �国 都 ��村 �石 ���中 ���田 �原 

ツ 子 ��番房 人7工 ���治 美 �栄 �正 男 �為 �陸 別 �寸 江 �郎 �計 邑 �武 男 �君 三子 �秀 済 �Ij キ �雄 ��醇 �信 雄 �政 義 

干 �大 田 �斉 �水 �矢 �萬 �田 上 �毛 �区 長 �西 姓 � �原 �末 �土 � �桝 田 �古 �中 �島 田 �大 野 �中 �太 田 �舛 添 定 男 �大 助 譲 信 �公 民 館 長 
々 和 ��藤 �上 �野 �徳 ��利 ����出 �松 �崖 �田 植 実 ��野 �村 ���西 孝 

itl 弘 �秋 雄 �慶 罵 �貞 �速 維 �紀 之 �毅 椎 �普 尋 �兼 務 ���浦 語 �英 �発 光 ��富 雄 �教 �恒 昭 �祝 男 �求 ��平 

壁 刀ニ 席 次 �準 水 突 刺 �平 見 掌 �水 上 登 志 夫 �� �柴 田 誠 �川 中 哲 雄 �原 田 正 武 � � �田 中 政 諾 �高 崎 避 �前 田 洋 �坂 田 末 太 郎 � �輩 俊 �誤 答 紋 �松 浦 久 � �機 井 隆 �有 博 美 �池 田 元 昭 �安 永 多 哲 男 �体 育 部 長 

未 弘 幸 �土 田 喬 �広 田 陽 子 �桜 本 久 光 ��稀 縁 組 之 �栗 木 薬 事 �白 石 光 昭 �高 徳 博 � �野 口 計 志 �牧 迫 健 �田 中 正 明 �蘭 画 階 調 �敷 板 孝 彦 �土 田 正 男 �吉 野 久 幸 �柴 田 恕 昭 � �嶋 田 富 久 憩 �石 松 直 曹 �井 口 奈 洋 紅 �池 田 直 �大 域 郁 子 �千 線 会 誇 設 会 長 

水 上 勝 代 �� � �村 田 ト シ 子 �出 船 安 江 � �増 田 ス 王 子 �田 口 痩 子 �来 校 貞 己 � �森 恵 美 子 �椋田 ヨイ 文シソ 子ヱエ �吉 野 ス マ 子 � �／ ��中 西 御 子 �塩 沢 君 枝 �舛 添 須 磨 子 � �婦 人 △ つく 支 部 長 

大 田 秋 雄 �久 保 哲 之 助 �重 広 勝 �� �柴 田 彦 �村 田 秀 美 �入 江 高 �樋 口 告 示 �下 川 正 夫 �牧 原 ！ 践 �添 田 太 陽 �石 碑 栄 人 �芳 賀 和 夫 �締 出 筏 花 �触 手 勉 �柴 田 隆 助 �永 田 利 惣 �堀 寅 夫 �畑 生 半 �太 田 秀 夫 �舛 添 ●i �矢 野 弁口 �老 人 ク ラ ブ 畏 

5日　　こ　ど　も　の　日　　児童福祉週間（　一11日）
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瓦
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瓦
　
版

瓦
と
い
え
ば
瓦
版
が
あ
る
。
テ
レ
ビ

の
時
代
劇
で
ご
存
じ
の
通
り
。
江
戸
時

代
の
報
道
出
版
物
で
今
日
の
新
聞
の
役

割
を
す
る
物
で
あ
る
。

ま
れ
に
、
名
前
の
と
お
り
粘
土
を

使
っ
た
土
版
木
で
印
刷
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
大
部
分
は
木
版
印
刷
で
、
画
一

枝
刷
り
込
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
瓦
版
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
明
治
に
な
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
街
の
辻
や
門
づ
け

で
編
笠
を
か
ぶ
っ
た
売
り
手
が
大
き
な

声
を
あ
げ
て
読
み
売
り
を
し
た
こ
と
か

ら
一
般
に
「
読
売
」
と
よ
ば
れ
た
。

洋
紙
一
枚
く
ら
い
の
大
き
さ
で
新
聞

の
三
面
記
事
に
取
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

社
会
浬
が
多
か
っ
だ
よ
う
で
あ
る
。

政
治
関
係
ニ
ュ
ー
ス
は
、
幕
府
の
禁

制
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
は
か
っ
だ
が
、
天

保
年
間
以
後
は
、
禁
制
を
く
ぐ
つ
て
報

道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
近
代
的
な

新
聞
が
発
刊
さ
れ
ろ
よ
う
に
な
り
、
瓦

版
は
な
く
な
っ
た
。

本
町
瓦
生
産
の
推
移

福
岡
県
地
理
全
能
（
明
治
四
年
－
同

十
年
編
）
に
よ
れ
ば
、

浅
木
、
柳
井
勝
次
郎
　
　
瓦
一
万
二

千
枚
　
此
代
金
六
給
田

別
府
　
森
　
太
四
郎
　
　
瓦
一
万
七

百
枚
　
此
代
金
五
拾
三
円
五
拾
銭

以
上
の
二
戸
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

瓦
欝
屋
根
に
か
ね
る
こ
と
に
よ
り
次
々

と
瓦
職
が
多
く
な
っ
た
。

島
田
村
是
（
明
治
四
十
年
締
）
に
よ

れ
ば

「
工
業
部
中
、
瓦
は
其
規
模
確
実
に

し
て
販
路
亦
拡
張
し
っ
つ
将
来
本
村
の

有
望
の
工
産
品
」
と
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
の
島
田
村
で
は
、
瓦

生
産
戸
数
一
〇
戸
、
戸
当
四
三
〇
一
八

枚
、
単
価
百
枚
に
付
一
円
九
一
銭
　
浅

木
村
に
は
生
産
戸
数
三
戸
あ
る
が
、
枚

数
等
は
不
詳
で
あ
る
。
戸
当
は
畠
門
村

の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
十
一
年
頃
の
北
九
州
地
方
瓦

工
業
組
合
名
簿
に
よ
る
と

島
津
八
名
　
鬼
津
二
名
　
別
府
七
名

木
守
一
名
　
※
浅
木
一
名
　
※
虫
生

津
一
名

※
は
名
簿
に
は
妃
蛾
な
し

昭
和
二
十
三
年
遠
賀
郡
の
実
態
調
査

瓦
生
産
報
告
に
よ
れ
ば

中
間
市
ヒ
十
九
万
枚
・
香
月
町
十

五
万
枚
・
岡
垣
村
・
一
万
五
千
枚
・

芦
屋
町
三
十
万
枚
・
遠
賀
村
五
十
二

万
枚

と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
遠
賀
那
下

で
は
本
町
の
珪
磋
稿
は
第
二
位
で
あ

り
、
工
場
は
町
の
中
央
を
流
れ
ろ
西
川

沿
い
の
南
岸
に
並
び
、
こ
の
周
辺
の
良

質
粘
土
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
今
や
、
四
国
の
菊
間
瓦
や

島
根
瓦
等
の
ほ
か
、
洋
瓦
に
お
さ
れ
瓦

製
造
工
業
は
廃
業
の
や
む
な
き
に
空
っ

（
吉
野
千
年
）

別
府
瓦
工
場
最
後
の
瓦
焼
き

」
、
′
〝
．
i
．
－
．
・
・
．
－
1
．
．
．
．
－
，
・
、
l
〝
－
．
、
′
・
．
．
′
、
．
．
・
、
′
．
．
i
、
．
．
〝
、
′
．
．
．
．
I
1
．
．
．
－
（
．
j

（
　
バ
ス
ハ
イ
ク
の
お
誘
い
　
　
　
　
）

㌻
東
畠
謹
講
評
∴
∴
品
。
一

）
あ
な
苦
「
六
郷
満
山
に
あ
ふ
れ
　
▽
錐
合
場
所
公
愚
別
館
前
　
）

）
ろ
、
や
さ
し
さ
、
あ
た
た
か
き
し
に
　
▽
会
　
費
六
千
円
。
昼
食
各
自
一

、
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
持
参
　
　
　
－

㌦
　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
申
込
み
を
受
　
▽
締
切
日
　
5
月
5
日
（
但
し
潤
子

へ
付
け
て
い
ま
す
o
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
に
な
り
次
第
締
切
二

言
時
評
網
目
▽
申
込
先
墨
亮

一．
．
．
i
（
．
・
・
．
I
I
．
〝
．
●
l
I
・
・
●
．
1
1
．
．
・
′
＼
・
・
．
．
＼
′
．
：
l
l
・
．
．
1
・
1
．
・
・
・
i
l
●
．
t
I
－
・
・
・
．
I
I
．
i
t
l
l
・
・
●
、

印16」
（問週鳥夏日0



第313号　　　　　　　　　　　　　復田筋の餅（6）

春の箋国襲通奨金運動　ら

峠ラ詮l浅膚安全運転の爆点線罵る葛
破＼m！昨年の死者数－（全国）6年綴りに9約00

通貨町は1へ人の死者

一20日）11日　昭和58年春の全国交通安全連動（

世
補
講
粥
、
粥
帥
舞
旺
謹
弼
講
一

え
、
運
転
免
許
適
齢
人
口
の
二
人
に
一
人
は
免
許
保
有
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
こ
こ
数
年
は
ば
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
新
年
は
前
年
に
比
べ
一
二
百
五
十
四
人
（
四
・
一
％
）
増
加

し
昭
和
5
7
年
以
来
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
疎
放
の
特
徴
を
見
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
り
単
独
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
ぶ
つ
か
る
密
故
や
、
車
同
士
の
正
面
衝
突
な
ど
の
無
謀

運
転
や
運
転
技
術
の
未
熟
さ
に
よ
る
郵
政
が
多
発
し
て
い
る
の
で
す
。

今
年
も
5
月
1
0
日
か
ら
約
日
ま
で
の
十
日
間
、
「
賽
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
多
発
す
る
郵
政
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
三
項
目
を
重

点
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

I
島
小
節
で
4
月
1
6
日
撮
影
I

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利

用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止

③
二
輪
車
の
安
全
交
差
点
で

の
安
全
確
認
の
励
行
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
確
認

⑤
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に

交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励

行
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

推
進こ

の
連
動
を
契
機
に
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
も

う
一
度
、
安
全
運
転
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
万
全
の
注
悪

を
払
い
ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
下
の
主
要
道
蹄
を
毎
日
九
十

四
人
の
欝
ら
隊
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
走
行
距
離
は
、
一
人
年

間
平
均
約
三
万
度
に
及
び
、
危
険
と
隣

り
合
せ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
一
度
や
二
度

の
危
険
は
つ
き
も
の
。
「
ハ
ッ
」
と
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
り
、
「
ビ
ヤ
リ
」
と

ハ
ン
ド
ル
操
作
で
事
故
を
未
然
に
回
避

し
た
経
験
は
全
隊
貝
が
何
ら
か
の
形
で

持
ち
合
せ
て
お
り
ま
す
。

県
容
自
動
車
轡
ら
隊
は
、
安
全
運
転

の
心
構
え
と
し
て
、
同
隊
員
に
次
の
十

項
目
を
黄
重
な
体
験
の
中
か
ら
教
訓
と

し
て
日
夜
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
に
も
大

い
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◎
事
の
流
れ
、
相
手
の
動
き
に
応
じ

た
防
衛
運
転
。

◎
危
険
に
な
れ
た
ら
キ
ケ
ン
。

◎
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
、
車
間
距

離
は
多
目
に
。

◎
疎
故
は
経
験
だ
け
で
は
防
げ
な
い

◎
子
供
を
見
た
ら
赤
信
号
と
思
え
。

◎
同
じ
道
蹄
で
も
同
じ
状
態
は
な
い

◎
運
転
開
始
間
も
な
く
要
注
憲
。

◎
袈
道
は
危
険
が
飛
び
出
す
。

◎
車
は
左
右
に
弱
い
。

◎
安
全
速
度
が
危
険
を
防
ぐ
。

運
転
者
S
・
Y
2
3
薗

旧
知
5
7
年
〇
月
〇
日
午
前
3
時
2
0
分

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
、
一
生
台
無
し

に
し
た
最
も
憺
ん
で
も
悔
み
き
れ
な
い

一
瞬
で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
大
事
故
に

そ
の
日
は
雨
あ
が
り
で
少
し
動
が
出

て
い
ま
し
た
。
前
方
の
見
通
し
が
憩
い

の
に
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
聴
こ
う
と
し
て
ダ

イ
ヤ
ル
に
手
を
脂
し
の
べ
た
の
で
す
が

な
か
な
か
ダ
イ
ヤ
ル
が
合
わ
ず
、
つ
い

気
を
取
ら
れ
て
左
側
前
方
に
止
ま
っ
て

い
た
二
台
の
車
に
衝
突
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
「
ハ
ッ
」
と
気
付
い
た
時
は
、

間
に
合
わ
ず
、
わ
ず
か
ニ
ー
三
秒
の
出

来
ご
と
で
し
た
。

こ
の
都
政
で
私
の
革
を
含
め
三
台
が

た
ん
ば
の
中
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
に
は
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
脂
や
み
の
中
で
う
め
き
声
が
聞

え
て
い
ま
し
た
。
私
は
夢
中
で
他
の
車

の
所
に
行
く
と
一
人
が
頭
を
か
か
え
て

車
の
中
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
「
他
に

人
は
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
あ
と
二

人
い
る
と
い
わ
れ
、
車
の
中
を
探
し
ま



（7）公田西の餌　　　　　　　　　　　　　第313号

iハンドル竃講詣う「
ドライバーが安全運転をするためIこ、最低限守っ

てもらいたいのが次iこ挙げる5項目です。

1安全速度を必ず守る

車の制限速度はどのようにし

て決められているのかご存じて

すか。車両や舞子者の交通量、

交差点の間隔、信号などの整備

状況、沿道の家屋の状況などを

考慮し決められています。です

から、制限速度を守ることは安

全運転の第一一歩です。

スピードの出し過ぎて他人に

迷惑がかからないよう安全速度

を守ijましよう。

5飲酒運転は絶対しない
「ちょっと飲んだだけだから」

という勝手な自己判断はドライ

バーにとって厳禁です。お酒を

飲むと判断力が鈍り、危険を危

険とも思わなくなります。「飲む

なら乗るな、来るなら飲むな」

の鉄則をドライ八一1人1人が

自覚しましょう。

2カープの手前でスピードを
落とす

カープを剃限速度以上のスピードで

曲がるのは0自殺行為〃です。カーブの

手前では必ずスピードを落としましょ

う。速度を落とさずカープにさしかか

り、曲かノきれないことに途中で気付

いても、もう手遅れです。

3交差点では必ず安全を確かめる

交通事故の約60％は交差点で起こっています。

イソップ物語に丸木橋を両端からヤギが渡りはし

め、お互いに激り合わなかったので二頭とも落ちて

しまったという話があります。交差点もいわば連絡

の“丸木橋〆。ドライバーの方は交差点の手前では必

ず安全を確かめ、イソップのヤギにならないように

しましよう。

4－時停止で横断歩行者の安全を守る

歩行者の交通事故で一番多いのか横断中の再枚で

す。描断参道を源ううとしている人を見たら、トライ

ハーくま一時停止をして、道を譲らなければなりませ

ん。

．・．、関′・繁零墨攫 
；十∴ぐ＼∴ ＼）　　せ ：：∴r－「亨∵∵∴∴ う者入費のそや注かす役固し 

詰
品
評
虹
評
校
訂
旺
撫

現
場
検
証
後
詐
繁
薯
に
連
行
さ
れ
、

留
置
場
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
場
内
で

は
た
え
す
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
家
族
の

こ
と
、
怪
我
を
し
た
万
と
そ
の
家
族
の

方
に
何
と
い
っ
て
お
詫
び
を
し
た
ら
よ

い
か
、
ま
た
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
償

い
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
ろ
い
ろ

考
え
た
り
し
て
一
睡
も
し
な
い
で
優
を

明
か
し
ま
し
た
。

な
に
辛
く
話
し
い
か
は
経
験
し
た
者
で

な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
車
を
逆
転

さ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

事
故
を
起
し
て
か
ら
は
も
う
遭
い
。

再
の
運
転
中
は
、
た
え
ず
細
心
の
注

鯨
を
払
っ
て
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
私
の
よ
う
な
事
故
を

起
さ
な
い
よ
う
留
憲
さ
れ
ま
す
こ
と
を

切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

ん
で
し
た
。
目

白
分
は
「
人
数

の
中
で
そ
の
場

た
。
「
業
務
上

逮
捕
す
る
」
と

聞
か
さ
れ
て
わ

分
の
犯
し
た
罪

を
受
け
な
け
れ

粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
通
を
追
放
し
よ
う

し
た
が
、
衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
外
に
飛

ば
さ
れ
て
お
り
、
硬
聾
者
は
会
釈
で
三

人
で
し
た
。

ど
う
か
死
な
な
い
で
欲
し
い

救
急
車
が
来
て
病
院
に
迎
ば
れ
て
い

く
と
、
間
も
な
く
警
察
官
が
き
て
現
場

検
紐
が
行
わ
れ
、
離
宮
の
質
問
が
行
わ

れ
て
い
る
問
私
の
心
の
巾
で
は
、
「
ど

う
か
死
な
な
い
で
欲
し
い
」
と
祈
っ
て

お
り
ま
し
た
。

迎
棚
諾
購
読
十
一
態
訣

た
」
と
聞
か
さ
れ
、
そ
の
時
の
シ
∋
ツ

カ
月
で
、
現

、
毎
日
反
省

は
も
う
違
い

か
ら
大
事
故

の
家
族
、
勤

で
自
分
の
家

々
に
迷
惑
を

死
な
せ
一
生

い
う
レ
ッ
テ

う
迎
命
と
な

を
起
こ
し
、

と
が
、
ど
ん

霊
前
で
顔
が
上
げ
ら
れ
ず

二
日
目
に
釈
放
さ
れ
る
や
す
ぐ
亡
く

な
ら
れ
予
言
力
の
葬
儀
に
出
て
遊
離
の
調

で
両
手
を
つ
い
て
謝
り
ま
し
た
。

私
の
弧
を
思
い
き
り
な
く
っ
て
も
ら

い
た
い
気
指
で
し
た
が
、
先
方
の
お
母

さ
ん
が
私
の
前
に
き
て
「
死
ん
だ
者
よ

り
生
き
て
い
る
あ
ほ
だ
が
苦
し
む
」
等

と
想
見
を
さ
れ
、
私
は
顔
を
上
げ
る
こ

）日〔ノー
へ

（間近韻強談相政行期春日5
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寧費は暢入会ビーチボールバレー大会

郵便受箱を付けましょう
大切な郵便を保

護するため、郵便

受箱をお付けくだ

さい。郵便受箱が

ないと、お留守な

どの場合配達に支障があることがあります。

郵便受箱は、なるべく郵便局からお勧めしてい

る、棟準規格のものをお付けください。
－遠賀川郵便局－

問　（　－31日）

裁
∵
　
馳
－
毎
－
日

日

口

許

0

県
知
事
・
県
議
会
議
員

選
挙
の
結
果

－
　
遠
賀
町
開
票
区
　
－

∇
県
知
再
選
挙

他
　
井
　
　
光
　
四
、
二
二
〇
栗

お
く
だ
　
八
二
　
四
、
三
七
九
栗

投
票
率
八
〇
・
四
一
％

▽
県
議
会
議
員
選
挙

す
け
の
ぶ
幸
雄
　
二
、
九
七
六
票

佐
野
　
二
三
男
　
　
　
六
八
三
稟

浜
中
　
琵
足
　
　
三
、
八
六
二
葉

末
松
あ
き
ら
　
　
　
　
九
一
四
票

投
票
率
八
〇
・
三
八
％

町
営
新
町
駐
車
場
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

町
営
新
町
駐
車
場
の
月
ぎ
め
駐
車
場

の
契
約
更
新
の
お
済
み
で
な
い
人
は
至

急
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
釦
日
（
土
）
で
整
理
し
ま
す
の

で
、
こ
の
日
ま
で
に
来
庁
で
き
な
い
人

は
、
役
場
財
務
課
管
財
係
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

街
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
内
2
5
6

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会
が

開
か
れ
ま
す

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
滞
蓮
　
好
一
様

（
木
　
守
）
溝
邁
∴
∴
思
惑

身
体
障
富
者
の

み
な
さ
ん
へ

巡

回

結

婚

相

接

教
育
委
員
会
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

共
催
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
請
習
会

を
開
き
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
ま
す
。

▽
日
時
　
昭
和
弱
年
5
月
1
5
日
（
日
）

的
時
－
1
5
時

▽
場
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
身
体
陣
害
者
緒
婚
相
談
所
で

は
、
昭
和
5
8
年
度
巡
回
結
婚
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
次
の
各
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

故
障
司
ス
マ
子
機

（
浅
　
木
）
門
司
　
成
範
様

図
書
の
寄
贈
　
－

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
一

岩
崎
礫
雄
様
（
鬼
津
）
一

毛
利
す
み
れ
様
（
出
生
津
）

花
生
時
夫
様
（
別
府
）
一

民

俗

資

料

館

へ

　

一

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
齢

。
か
せ
草

書
浦
　
通
知
様
（
鬼
　
津
）
　
－

◎
5
月
1
7
日
（
火
）
　
田
川
市
体
育
館

㊨

0

9

4

7

4

（

4

）

3

3

2

5

◎
5
月
1
9
日
（
木
）
　
筑
後
市
動
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
　
㊨
0
9
4
2
5
（
3
）

◎
6
月
9
日
（
木
）
　
津
崖
崎
町
中
央

公
民
館
∴
㊧
0
9
4
0
5
（
2
）
　
1

◎
6
月
5
0
‖
（
木
）
　
壇
方
市
中
央
公

民
館
　
㊧
0
9
1
9
2
（
2
）
0
7

◎
7
月
7
日
（
木
）
　
甘
木
市
中
央
公

民
錯
　
簡
0
9
4
6
2
（
2
）
2
1

▽
必
要
な
も
の
　
住
民
紫
（
再
婚
者
は

戸
籍
謄
本
）
、
写
真
二
枚
、
印
鑑
、

身
体
障
害
者
手
帳

詳
細
に
つ
い
て
は
、
補
間
県
身
体
聯

蒋
者
福
祉
施
会
　
㊨
0
9
2
（
7
5
1
）

3
2
3
9
へ
ど
う
ぞ
。

自
動
車
運
転
免
許
の
寂
得

▽
資
∴
鮪
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
綱
1
8
賎
以
上
の
道
交
法
第

郷
号
に
韮
づ
く
欠
格
申
出
に
該
当
せ

ず
、
周
法
施
行
規
則
第
2
3
条
に
合
致

す
る
人
で
、
し
体
不
自
由
、
ろ
う
あ

者
、
内
部
群
書
者
で
あ
る
こ
と
。

▽
申
込
期
限
　
凧
和
5
0
年
5
月
7
日

▽
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
住
民
崇
抄
本

身
体
陣
詳
者
手
帳

▽
申
込
先
及
び
間
合
先
　
役
坊
郁
祉
係

巡
回
相
殻
の
時
間
変
更

虫
報
1
月
同
日
号
で
、
4
月
2
8
日
実

施
の
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の
時
間
を

1
0
時
－
1
5
時
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
都

合
に
よ
り
、
9
時
0
0
分
－
1
4
時
に
変
更

い
た
し
ま
す
。

旬倒労内家目2



第313号塵㊨筋め彿（9）

▽　▽　▽
。　　期　主　主

日　　　日　　日　管催
日　　日

競　　　　　　5　田　町　敏
枝　集競　闘　月　和　歌育
開　合技会　8　58式姦
婦　　関　式　日　年　野　貝

，烏始78月竃会
時　30　8　時　の1盟

分　時　40二　日
分晶e

※　相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にこ相談く

ださい。

D開設日　昭和58年5月9日（月）

＞時　間10時－15時

＞場　所　公民館別館

＞相談員　人権擁護委員　心配ごと相談員　福岡法務局

北九州支局員

本町の人権擁護委貝は、次の方です。
o柴田　閲（今古賀）　街（293）0090

o桝田富雄（上別府）　詣（293）0086

●・ii・－ノー●●．i●一・一…．0－－●．．・－ヽ＿〃●’●●．■－ヽ…●ヽ〃′i”●．一．ヽ．．．”●ヽ－“・．．′“、．．●‘“－■‾●●

「まるで動くおひなさま

みたい．／」

4月3日、広瀬の哀岸寺で晋山式が行われ、同時に

約300人が参加した稚児行列がありました。菜の花が

咲き乱れる中、新町から同寺まで約2届！の間、贈れ諸

を着｝こかわいいチピッ子達が、沿道に集っ†こ人達のH

を楽しませてくれました。

「
な
わ
と
び
は
健
康
に
グ
ー
／
」

4
月
1
5
日
、
広
渡
小
学
校
で
は
、
東

京
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
の
監
督

を
さ
れ
た
太
田
昌
男
順
天
六
助
教
授
を

招
い
て
、
本
格
的
な
な
わ
と
び
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

同
助
教
授
は
、
「
な
わ
と
び
は
、
ど

こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
し
、
足
、
頓
の

運
動
だ
か
ら
生
涯
体
育
に
も
っ
て
こ
い

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
広
中
の
児
遥

遠
は
、
基
本
的
な
動
き
が
す
ご
く
よ
い

で
す
ね
」
ま
た
、
藤
原
間
中
校
長
は
、

「
な
わ
と
び
を
た
だ
す
る
だ
け
で
な

く
、
本
格
的
に
取
り
入
れ
て
体
力
づ
く

り
に
役
立
て
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ

て
い
ま
し
た
。

子
供
を

火

災

か

ら

守

ろ

う

火
災
に
よ
る
子
根

の
死
者
は
、
出
火
時
、

近
く
に
保
護
者
が
い

な
か
っ
た
た
め
に
逃

げ
遅
れ
た
郭
例
が
多
く
、
ま
た
子
供
の

火
遊
び
等
に
よ
り
火
災
に
な
っ
た
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
と
な
の
注
窓
と
し

つ
け
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

○
子
供
部
屋
は
一
階
の
避
難
し
や
す

い
場
所
に
設
け
る
。

○
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
子
供
の
手

の
と
ど
か
な
い
所
に
讃
く
。

○
ア
イ
ロ
ン
、
ヘ
ヤ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
は
子
供
の
手
の
と
ど
か
な
い
所
に

紐
く
。○

火
に
興
味
を
示
し
た
ら
、
火
の
正

し
い
取
扱
い
方
を
教
え
る
。

密
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
3
月
末
ま
で

雄
三
水
巻
草
屋
＝
合
計

品
目
甘
苦

救
急
一
三
三
二
三

孝峯－－

▽
会
　
場
∴
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

広
漠
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

駅
南
グ
ラ
ン
ド

▽
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式

雨
天
の
場
合
は
、
各
チ
ー
ム
の
監
督

は
午
前
7
時
に
連
衡
中
学
校
に
集
合
の

こ
と
。

∇
聞
合
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

衝

（

2

9

3

）

5

4

3

4

祭樹梅園全日22
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たりしますが、それは大掃除のせいではありません。
五月晴れというのは、もともとが冷たい秒！動性高

気圧なのですが、日中は日差しの強さのため、外気
の冷たさを感じなくなっているのです。また、五月

耽れの夜は、地表からの放射線をさえぎる雪がない
ため、急激に冷えてしまいます。それで、よけい（こ

寒さを感じるのです。
五月晴れの日の夜は、農家の人々にとっても要注意。

こんな日は、箔が降りやすく、やっと出た農作物の

斬芽が霜でやられてしまったりするからです。
この晩霜と呼ばれる箔も、5月2－3日ごろの八

十八夜をさかいに降り（こくくなります。

このころからは、だんだんと農作業をするのによ
い日和となり、「八十八夜の別れ霜」などと、こと

わざにもなっており、ところによっては稲の種まき

などの目安（こしています。

五月晴れに大：掃除を

カランと晴れ」ったった五月晴れは、戸外に出て思
いきり跳びはねたくなるような、そんなすがすがし

い気分にしてくれます。

ところで、五月晴れの日が、ハイキングやス雷－
ツにもってこいなのは、いうまでもないことですが、
“生活の知恵。として覚えておきたいのは、大掃除

をするのによい自営ということです。

冬の間は、とかく窓を閉㌔）がちで、掃除をしても
ボブI日義家具のスミや押し入れの中にたまります。

また、暖房などにより外気との温度差が大きいた
め、壁や押し入れの中には湿りけがたっぷり。

そんなふっi）や湿りけを追い出すには、五月晴れ
の日が最適です。外気は暖かく、湿度が低いので窓

を大きく開けて大掃除をしてください。

また、衣服の虫干しにも適していますので大掃除
といっしょに冬物の衣類の虫干しをして、夏物への
衣替えをするのもよいでしょう。

大掃除に一日を費やして、夕方ボンとしていると、

何となく寒さを感じたりします。大掃除のせいで、
今まで自然の白ばりとなっていたホつりまでとって

しまい、そtLでスキ間凪が入ってくるのかなと思っ

30日消費者の日二島諸星嘉曇掌と圭諾㌢い

あ
し
や

蕃
ま
つ
り
の
案
内

苫
屋
町
内
各

所
で
い
ろ
い
ろ

お
偶
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
。
家

族
そ
ろ
っ
て
楽

し
い
一
日
を
お

過
ご
し
く
だ
さ

▽
期
　
日
　
昭

和
5
8
年
5
月

8
日
　
（
日
）

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

町
内
在
住
の
姐
人
を
対
象
に
、
教
育
　
　
　
　
　
1
3
時
0
0
分
～
1
6
時

委
員
会
で
は
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
　
▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
方
多
数
の
参
加
　
▽
会
　
費
　
月
千
円

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
日
　
時
　
毎
週
水
鵬
日
　
　
　
　
　
　
へ
ど
う
ぞ
。

回
国
回
国
回
国
回
国
図
回

▽
内
　
容

○

パ

レ

ー

ド

▽
時
間
　
1
2
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
町
内
主
要
道
路

▽
主
演
　
西
部
航
空
音
楽
隊

西
銀
バ
ト
ン
・
ト
ワ
ラ
ー

。
モ
デ
ル
撮
影
会

▽
時
間
　
9
時
5
0
分
～
1
5
時

▽
場
所
　
国
民
宿
舎
前
集
合

〇
番
の
大
植
木
市

▽
期
間
　
5
月
1
日
－
8
日

▽
場
所
　
開
演
神
社

田
主
丸
町
植
木
苗
木
業
者

o
ば
っ
て
ん
荒
川
シ
ョ
ー

▽
時
間
　
1
9
時
0
0
分
－
2
0
時
0
0
分

▽
場
所
　
中
央
公
国
会
場

○

ヨ

ッ

ト

レ

ー

ス

▽
時
間
　
1
0
時
ス
タ
ー
ト

▽
場
所
　
遠
賀
川
河
口

そ
の
他
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
。

遠
賀
郡
消
防
職
員
（
吏
員
）

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
6
月
1
2
日
（
日
）

▽
試
験
場
∴
遠
賀
郡
消
防
本
部

▽
受
付
期
間
　
5
月
2
0
日
～
5
月
3
1
日

▽
採
用
人
員
一
人

▽
受
験
資
格
∴
昭
和
3
3
年
7
月
1
6
日
－

昭
和
4
0
年
1
月
1
5
日
生
の
男
子

詳
細
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
総
務
課

街
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

福
岡
県
警
察
官
・
婦
人
警
察
官

▽
試
験
日
　
間
和
5
8
年
5
月
2
9
］
（
日
）

▽
試
験
場

。
薄
紫
宮

飯
塚
市
、

o
婦
離
宮

▽
受
付
期
圃

▽
採
用
予
定
者

o
暫
察
官

o
婦
詳
言

▽
受
験
資
格

o
鋒
察
宮

福
岡
市
、
北
九
州
市
、

久
留
米
苗

穂
闇
市
、
北
九
州
市

4
月
目
口
～
5
月
1
0
円

約
百
十
人

約
二
十
五
人

間
和
0
0
年
4
月
2
8
－

昭
和
幼
年
4
月
1
日
生
の
男
子

。
婦
謡
宮
　
昭
和
3
6
年
4
月
2
円
∵
－

昭
和
仰
笹
4
月
1
日
生
の
女
子

詳
細
は
、
折
尾
啓
蒙
藷
漕
務
課
　
㊧

（
6
9
1
）
0
3
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）

▽
受
付
期
間
　
笹
岡
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
受
験
資
格
　
採
用
予
定
月
の
1
日
現

在
1
8
蝦
以
上
2
5
載
未
満
の
男
子

婦
人
自
衛
官
（
2
菩
薩
・
海
士
）

▽
試
験
日
　
昭
和
5
8
年
6
月
3
日
（
金
）

▽
受
付
期
間
　
5
月
2
日
－
5
月
3
1
日

∇
採
用
予
定
者

。
2
筆
陣
士
　
百
五
十
人

。
2
等
海
士
　
四
十
人

∇
受
験
降
格
　
昭
和
5
0
年
8
月
1
日
現

在
1
8
賊
以
上
2
5
韻
未
満
の
女
子

自
衛
官
、
婦
人
自
衛
官
と
も
詳
細

は
、
遠
龍
町
役
場
庶
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。



第313号（11）　℡⑱鍔勉餅

別府3272番地の1　　　　　　　尾崎944番地

柳野　茜ちゃん　　　　松井　玲子ちゃん

（春雪さんの轍）　（篤学さんの長女）
昭和57年4月26日生　　　　　昭和57年8月12日生

ワタチは、イタズラ大好きo　　生まれた時はパパにそっくり

擬畿驚彊詩誌慈ら引っはり出したり・・・

ユ。今は立っらするのか面白い　なんだもの○早く自分で食べれ
ァン∴ユ。　　　　　　　　　　　ろようになりたいなあ。

毎月第三日曜日　は「家

間
隔
鰹
衝
圃
山
笠
の
無
げ
謬

◎
期
　
日
　
5
月
1
0
日
（
火
）

▽
内
　
容
　
産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

子

宮

体

ガ

ン

の

話

…

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

子
宮
休
部
ガ
ン
は
、
肥
満
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
不
妊
症
等
と
関
係
の

あ
る
特
殊
の
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
を
前

回
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
、
体
蔀
ガ
ン
の
症
状
、
診

断
、
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

岳
　
状

お
も
な
症
状
は
、
な
ん
ら
か
の
形

で
あ
ら
わ
れ
る
異
常
出
血
が
約
九
十

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
見
ら
れ
ま
す
。

o
閉
経
前
の
時
は
、
月
経
過
多
、
週

期
の
不
定
を
訴
え
る
の
か
多
い
。

。
閉
経
前
後
に
休
部
ガ
ン
は
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
。

・
年
の
せ
い
で
月
経
が
狂
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
っ
て
放
置
し
て
お
く
こ
と

が
あ
る
。

・
数
カ
月
か
ら
数
年
の
間
閉
経
し

て
い
て
再
び
出
血
す
る
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
月
経
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
と
う
か
つ
に
過
し
て
し
ま
う
の
で

ある。
・
ま
た
若
返
っ
て
月
経
が
出
て
き

た
も
の
と
思
っ
て
曹
ん
で
い
る
こ
と

さ
え
あ
る
。
こ
の
間
に
ガ
ン
は
、
盛

ん
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

。
閉
経
後
の
時
は
ふ
つ
う
の
月
経

の
よ
う
に
き
ち
ん
と
止
ま
る
こ
と
が

な
く
、
全
く
不
規
則
で
あ
る
。
ま
た

鮮
血
の
こ
と
も
あ
り
暗
赤
色
や
褐

色
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
こ
と
も
あ

る。

ま
た
子
宮
内
に
ハ
レ
モ
ノ
が
で
き

る
と
こ
れ
を
排
出
し
よ
う
と
し
て
子

宮
が
収
縮
連
動
を
す
る
。
こ
の
時

は
、
陸
稲
発
作
の
よ
う
な
痛
み
が
あ

る
。
こ
れ
を
シ
ン
プ
ソ
ン
の
徴
候
と

い
い
、
休
部
ガ
ン
の
場
合
も
発
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
異
常
出
血
に

比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
の
で

す
。
ま
れ
に
は
出
血
は
訴
え
な
い
で

帯
下
が
多
い
と
か
腰
痛
が
強
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

体
蔀
ガ
ン
の
前
ガ
ン
変
化

休
部
ガ
ン
の
発
生
に
関
連
が
深
い

と
考
え
ら
れ
る
状
態
と
し
て
、
子
宮

内
膜
症
、
内
膜
ポ
リ
ー
プ
、
子
宮
筋

腫
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

。
子
宮
内
膜
増
殖
症
＝
卵
胞
ホ
ル

モ
ン
の
過
剰
に
よ
っ
て
お
こ
ろ
良
牲

の
病
気
で
あ
る
が
、
閉
経
後
の
内
膜

増
殖
症
は
休
部
ガ
ン
と
合
併
す
る
の

か
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
注
恵
す
べ
き
病

気
で
あ
る
。

o
内
膜
ポ
リ
ー
プ
＝
こ
れ
は
休
部

ガ
ン
と
約
伽
％
合
併
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

。
筋
腫
＝
休
部
ガ
ン
は
、
頚
部
ガ

ン
よ
り
筋
腫
に
合
併
す
る
こ
と
が
は

る
か
に
多
い
の
で
あ
る
。
筋
腫
に
よ

る
不
妊
が
体
蔀
ガ
ン
と
関
連
が
あ
る

と
思
わ
れ
ろ
。

鯵
　
断

体
蔀
ガ
ン
は
子
宮
の
一
番
深
い
と

こ
ろ
に
発
生
す
る
た
め
、
そ
れ
だ
け

頸
カ
ン
よ
り
診
断
が
難
し
い
。
だ
が

子
宮
内
容
物
を
吸
収
し
て
細
胞
珍
を

行
っ
た
り
、
試
験
ソ
ー
ハ
を
し
て
そ

の
検
体
の
組
織
診
を
行
う
と
八
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
は
正
診
で
き
る

の
で
あ
る
。

治
　
療

放
射
線
接
法
を
行
っ
て
か
ら
子
宮

を
抽
出
す
る
手
術
が
一
番
よ
い
方
法

で
す
。
ガ
ン
が
子
宮
内
に
限
局
し
て

い
る
初
期
で
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
治
り
ま
す
が
、
ガ
ン
が
子
亀
の
外

に
進
ん
で
く
る
と
非
常
に
な
お
り
が

惑い。早
期
発
見
、
早
期
治
癒
が
必
要
で

一
年
二
回
細
胞
診
が
望
ま
し
い
。



第313号　　　　　　　　　　　　　　鍾筋め紺（12）

行楽に応急医薬品を

4月から5月にかけては行楽のシーズン。

ご家族そろってお出かけの際、準櫛されるこ

とをお勧めしか、のか次の簡単な応急医薬品

です。

バンソウコウ、ガーゼ、包詩、脱脂綿、鎮

痛薬、下痢止め、チューブ入り軟こう、目

薬、小型のナイフ、ティッシュペーパー。

町 �も �鹿 児 �鹿 児 �大 

内 �え �き �島 �型 
な �本 線 か �本 線 か �家 

全 壊 �い ゴ 、 �ら 南 側 地 区 �ら 北 側 地 区 5 �庭 コ‘ ‡ 

5 月 �プ空 ラカ スン �5 ��べチ ッレ トビ 

11 日 �チ ッ空 クビ �月 25 �月 11 �机冷 、蔵 

及 び �製ン 晶、 �目 �日 �い成 す、 、家 白兵 軽、 卑遠 等具 
ガ ゴラ ムス 等寒 陶 器 �� 

5 月 ��水 �水 

25 日 ����よ、 

類 ���と ん 

5月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

2（月） �西陣、木守、浅木の一部 �尾崎 

4（水） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（金） �東町 �広漠 

7（土） � � 
東町の一部 

9（月） � �別府、木守、老良 

14（土） �‾而福（旧3号線北側）鬼津、 若松、尾崎の一部 � 

16（月） �旧停（旧3号線南側）鬼渾薪‾‾ � 

17（火） �遠賀川 �鬼津 

18（水） � �別府、上別府（商家） 

19（木） �新町 � 

20（金） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

，1（土） �新町 � 

23（月） �新町、広漠（中卒田）、別府 � 

4（火） �‾‾扇面て三二二下前轟す百二蔀T 別府 � 

5（水） �上別府、虫生鮮、浅木、鬼津、 � 

6（木） � � 

7（金） �別府 �鬼津、若松、松ノ木、道営 

8（土） � �老良 

30（月） �「粟諦「 � 
（蟹喰） 

1（火） �浅木 � 

道　路　に　ゴ　ミ　や　あ　き　カ　ン　を　捨　て　な　い　よ　う　に
－みんなで守ろ　う安全で美しい道路－

⑪
◎
㊥
⑮
⑬
㊥
⑪
㊨
㊧

播
　
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法
　
語

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保

健
衛
生
係
I
C
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
恵
香
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
穂
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
斑
炎
）

∇
接
頭
日
　
5
月
日
日
（
水
）
　
　
　
　
▽
対
象
者
　
生
後
3
～
4
8
カ
月
児

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時
　
▽
接
種
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
二
回
授
与

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　
　
▽
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

三
種
混
合
　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
目
せ
き
、
破
傷
風
）

5
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

▽
凄
親
日
　
5
月
1
2
日
（
木
）

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
－

中
央
公
民
館

。
第
一
期

。
第
二
期

▽
接
穂
方
法

生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

第
一
期
終
了
後
、
1
2

－
1
8
カ
月
経
過
の
幼

児

。
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

三
回
接
種

〇
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

一
回
接
種

▽
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
寵
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
　
で
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

無
線
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
北
九
州
市
若
松
区
束
二
島

三
丁
目
3
2
1
番
地

▽
屈
出
先
　
宗
教
法
人
徳
雲
寺

衝

（

1

9

1

）

1

0

0

7

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
6
月
n
日

◎
所
在
地
∴
愛
知
県
碧
南
市
字
鍵
穴
鈍

番
地
及
び
3
5
番
地
の
l

▽
屈
出
先
　
碧
南
市
役
所
保
健
課

＄

0

5

6

6

（

4

1

）

3

3

1

1

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
5
月
1
6
日



（13）食の鍔の餅　　　　　　　　　　　　　第313号

岩岳疎雷管B
栄養を摂取する目安

健康な生活を営ものに、タンパク質やビタミン

などの栄養素はとのくらい必要なのか－それに

答えているのか、厚生省が定める「日本人の栄養

所要量」です。この資料でiま、「1日に摂取するこ

とが望ましいエネルギー塁および各種の栄養量」

について、性、年齢、労働量、妊婦、授乳婦別に

日本人の平均的な体位を想定して示されています。

栄養所要量の決定は、平均寿命や労働の軽減な

ど社会環境の変化の影響を受けるため、5年ごと

に改定か行われており、現在使われているのiま昭

和54年に改定された所要量です。ここでは数値で

示された具体的な量を知る前に、エネルギーや各

栄養素の取り方の目安を見てみましょう。

●エネルギー（熱量）　体の活動で消費された
エネルギーを、その分だけ締結するというのが理

想的です。体の大きさや労働量などに応じて適切

閣髄繊覇
ii

に熊取しましょう。このことはエネルギーだけで

なく脂肪についてもいえます。

●タンバク質　タンバク質はエネルギー源にも

なりますが、第一の働きは体の組織をつくること

です。人間の体の組織（細胞）は毎日少しずつ壊

れ、タンバク質（こよって新しいものか補われてい

ます。タンバク質はアミノ酸によって構成されて

いますが、その質によって栄養価が違うので、宜

だけでなく質も考えて体に取り入れなければなり

ません。

●ミネラル（無機質）　ミネラルはカルシウム、

鉄、リンなど程類はさまざまです。大部分のもの

は、普通に食事をしていれば不足することはあり

ません。しかし、不足することが多いカルシウム

と鋲は、所要量が決められています。カルシウム

は成長期に骨をつくるのに大切であり、血液の主

成分である鋲iま、若い女性、妊始などに持Iこ多く

必要です。

●ビタミン　ビタミンは体の中で合成すること

ができないため、主に食物から摂取することにな

ります。特に量を注意しなければならないのは、

ビタミンA、B，、B2、Cで、これらについては所要

量が定められています。

不要犬、不要猫の引き取りは遠賀保健所　箇（201）4161へどうぞ

冷
凍
食
品
は
「
旬
の
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

急
速
冷
凍
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
取
り
た
で
の
味
や
香
り
、
栄
餐
分
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
食
べ
物
を
新
鮮
な
ま
ま
で
保
存
で
き
ろ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
存
方
法
や
解
凍
の
し
か
た
を
関
連
え
ろ
と
、
冷
凍
食
品
の

〝
旬
〟
　
の
風
味
や
栄
糞
な
ど
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冷
疎
食
品
を
上
手
に
利
用
し
、
楽
し
い
食
卓
を
演
出
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

＜
買
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
∨

冷
凍
食
品
を
買
う
と
き
に
注
意
し

た
い
点
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
保
管
温
度
に
気
を
付
け
よ
う

冷
凍
食
品
の
保
管
温
度
は
食
品
衛

生
法
で
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
以
下
（
J

A
S
＝
日
本
座
林
規
格
＝
で
は
マ
イ

ナ
ス
一
八
度
）
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す。
冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

い
る
温
度
計
で
、
内
部
が
マ
イ
ナ
ス

一
五
度
以
下
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

②
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
よ
り
下
に
置
か

れ
た
も
の
を
選
ぼ
う

冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
の
内
壁
に

は
、
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
　
（
讃
荷
限
界

線
）
と
い
う
赤
い
額
縁
が
引
か
れ
て
い

ま
す
。
冷
気
は
こ
の
線
よ
り
下
で
循
毅

し
て
い
ま
す
か
ら
、
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン

以
下
に
醗
か
れ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

ー
’
○⑨

魚
貝
類
や
肉
類
は
霜
の
あ
ま
り
つ
い

て
い
な
い
も
の
を
選
ぼ
う

魚
貝
類
や
肉
な
ど
、
生
も
の
の
冷
凍

食
品
は
、
節
が
あ
ま
り
つ
い
て
な
く
、

が
っ
ち
り
疎
っ
て
い
て
、
包
装
の
し
っ

か
り
し
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
製
造
年
月
日
は
、
な
る
べ
く
三
か

月
以
内
の
も
の
を
　
－
。

④
冷
凍
食
品
は
買
い
物
の
最
後
に

冷
凍
食
品
を
先
に
買
い
、
長
い
間
持

ち
歩
く
と
溶
け
て
き
ま
す
。
買
い
物
の

一
番
最
後
に
ま
と
め
て
貰
う
の
も
賢
い

主
婦
の
知
恵
で
す
。

菊
開
脚
圏
圏
圏
園
V

河
中
　
軸
害
選

書
が
土
地
を
町
道
に
売
り
し
金
賞
い
縞

く
身
に
泌
む
北
の
風
受
く載

広
　
　
勝

森
か
げ
に
赤
く
花
咲
く
薮
桔
手
折
り
て

か
た
え
の
野
例
に
供
う

木
原
い
の
え

広
び
ろ
と
つ
づ
く
冬
田
は
人
気
な
く
う

な
る
が
に
鳴
る
風
の
昔
聞
く

白
石
　
敏
子

枯
れ
し
か
と
思
い
し
梅
に
柁
咲
く
を
い

と
お
し
み
つ
つ
し
ば
し
倍
す
む

織
田
ち
か
え

外
来
の
診
察
終
え
れ
ば
何
と
な
く
父
逝

き
し
病
室
の
前
通
り
見
る高

崎
　
佳
子
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5月上期の遠賀町主要行事

日 �睡i行　車∴∴内　容 ��時　間【実験場i担当課名1日的及び主頼家等i詳細 

1 �I 十 � �遠中・広中　　　　　　各地区対抗です。 ���� 7・40－17・00・駅南各ク　社鍛育課　応援をお願いします。　9べ－ン 　　　　ランド 

4 （ 10 �水i （ 火 � �8‥30－17：陸続管車民謙南詫講　十2ページ 

6 （ 11 �金 ！ 水 � �8‥30－17：壷親告l住民課 ���璧欝続児i12ページ 

8 �日中抗軟式野球大会 ��I8：30－16車中グラン �� �絡㍗応援糊、十ジ 

9 �月 �念配す酌合同椴 �10日“ト15車軸館i福祉課i欝擦鰹繁坤9ページ 

10 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9‥30　匡保健室匡見誤恒子手鮫付妊醐 ����11ページ 

11 �水 � �13：10－14車央公民館i住民課匡後3－48カ月児112ページ 

12 �木I三種混合予防接種 ��13：10－14車央公瑚 ��住　民　課 �生後24－48カ月児　上2ページ 

i �高氏ハイキング �8：45までに 集合 �讐卿に計社会弼南天の時は5月22昭 ���下　　段 

15 �日 ��10‥00－15両禁書匡教育課匡ま各自持参のことF 

70歳になったら、老人医療受給書証交付の
届出を役場福祉課にしましょう。

記事の見落し　がないよ　う　よ　く　お読み　く　ださ　い

▽
申
込
み

。
交
通
蟹
（
遠
賀
川
－
封

月
旧
国
鉄
乗
車
券
代
　
大

人
百
四
十
円
、
子
供
七
十

円
）
。
昼
食
。
水
筒
o
雨

具
そ
の
他
ハ
イ
キ
ン
グ
の

で
き
る
服
装

当
日
受
付
に
て

▽
参
加
者
の
用
詣
す
る
も
の

▽
集
合
時
間

▽
集
合
場
所

∇
コ
ー
ス

8
時
4
5
分

役
場
玄
関
前

役
場
－
遠
賀
川
駅
－
古
月

駅
－
虫
生
津
新
屋
敷
－
馬

頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

ー
遠
賀
嵩
枝
西
門
－
千
代

丸
－
役
場
粧
1
6
時
0
0
分
予

定 遠
賀
町
山
友
会

教
育
委
員
会

昭
和
5
8
年
5
月
1
5
日
（
口
）

（
雨
天
の
時
は
5
月
2
2
日
に

延期）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
　
㊨
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

へ
ど
う
ぞ
。


